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はじめに 

 

 公益社団法人横浜歴史資産調査会常務理事 

日本鉄道保存協会事務局長 

 米山淳一 

 

明治５年（１８７２）我が国初の鉄道が新橋―横浜間に鉄道が開業して２０２２年１０月

１４日でめでたく開業１５０周年を迎えた。横浜の歴史を生かしたまちづくりを推進する

公益社団法人横浜歴史資産調査会では、この歴史的な年に相応しい記念事業を行うことを

目的に日本鉄道保存協会（代表幹事団体・事務局＝当公益社団人）と一昨年の２０２１年度

に鉄道改行１５０周年記念事業委員会（５ページ参照）を立ち上げた。鉄道道発祥の横浜と

の縁を感じ、１５０周年記念事業を行いたいと考えるのはごく自然の成り行きだった。しか

も、史実を辿ると新橋よりも先に横浜―品川間が開業している。当時、貿易港として整備半

ばの横浜はまさしく鉄道と舟運の新たな拠点だった。こうなると横浜に根を下ろした当公

益社団としては、なんとしても記念事業を行いたいとの思いが高まっていった。 

 実は２００４年、既に当公益社団法人内に「鉄道遺産調査隊」（隊長堀勇良・理事）を設

置し、横浜市内の鉄道遺産調査を行い、ヨコハマヘリテイジブックレット「港・鉄道・ヨコ

ハマ」を発行配布している。この時の元火がメラメラと燃え上がり、記念事業に火が付いた。

ところが身の丈に合った事業を企画したものの、資金の目途が立たない。そこで、当たって

砕けろではないが、関係の皆さんにお願いに上がった。特に文化庁に相談し、お陰で日本博

の助成金を全国近代化遺産活用連絡協議会（事務局・舞鶴市）を通じていただくことが出来

た。また、横浜市都市デザイン室と協議し、「歴史を生かしたまちづくりセミナー」を『鉄

道』がらみの内容として開催、さらに公益社団法人日本観光振興協会からの依頼を受け、ツ

ーリズムＥＸＰＯジャパン関連事業の御手伝いを行うなど結果として盛りだくさんの事業

展開となった。 

 英国やドイツの様に歴史的車両の走行オンパレードにはほど遠いが、ＪＲ各社や鉄道事

業者とはひと味違い、鉄道を文化財や生活文化の視点からとらえ、様々な事業を実施できた

ことは、関係の皆様の温かいご支援、ご協力の賜物である。何よりも、改めて鉄道の歴史と

文化に敬意を表することができて幸せである。 

 あっという間の２年間でしたが「流した汗は、歴史に残る」のとおり、お陰様で実り多い

記念事業を行うことができました。ささやかな冊子にまとめ、ご報告いたすとともに、心よ

り、お礼申しあげます。 

 皆さまありがとうございました。 
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事業をふりかえって 

 

鉄道開業 150 周年記念事業委員会委員長  

公益社団法人横浜歴史資産調査会理事 

古賀 学 

 

 委員会としては、主に「ツーリズム EXPO ジャパンへのブース出展の運営支援」、需要喚

起のための「魅力ある鉄道の旅‐ヒントにしたい 22プラン＋α」の作成、「鉄道開業 150 周

年を契機に」の新聞連載を行いました。すべての事業の目的は、大きくは２つあります。１

つはより多くの方々に様々な角度から地方鉄道の魅力を知っていただく機会とすること、

もう１つは地方鉄道を始め鉄道関係者が一丸となって現状を踏まえてのこれからの鉄道の

保存・活用を推進していくきっかけとするための事業です。前者としては、イベントや展示

会などでのブースの出展・運営協力や写真展などの開催、冊子の作成等による地方鉄道の魅

力を伝える情報提供などを行いました。２つめとしては、横浜や松江でのシンポジウム・セ

ミナーなどの実施・運営・協力や鉄道や観光の専門誌・新聞などでの連載などを行いました。

松江のシンポジウムでは当方がコーディネーターを務めました。 

日本最大級の観光イベント「ツーリズム EXPO ジャパン」は、令和４年９月 22 日（木）

から 25日（日）に東京ビッグサイトにおいて開催され来場者に地方鉄道の魅力をアピール

することができました。 

 その内容は、①地方鉄道の魅力を紹介する商談の実施。②作成した「魅力ある鉄道の旅」

を期間中に 3,000 部配布。③地方鉄道の魅力を紹介する展示物の設営・作成などを行いまし

た。 

ブース内では、銚子電鉄、しなの鉄道、神岡鉄道、りくべつ鉄道、東海道線：車窓風景、

日本鉄道保存協会：鉄道開業 150 周年記念作成映像、銚子電鉄車窓風景などのビデオ等を

投影し地方鉄道の観光的魅力をアピールしました。また、ミニイベントスペースでは、クイ

ズ形式により各鉄道会社から提供されたエコバック、クリアファイル、ジビエ等食料品、マ

ズカボウ等の菓子など約 700点の地方鉄道ノベルティを景品として参加者に提供しました。 

 これらの事業実施においては、地方鉄道はじめ関係組織・企業、関係など多くの方々のご

協力をいただき、多大な成果を上げることができました。改めて御礼申し上げるとともに、

これを機に地方鉄道や鉄道遺産などの保存・活用がさらに推進され、多くの方々に地方鉄道

の多様な魅力を知っていただけるよう関係者一丸となったさらなる活動の展開を望むもの

です。 
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１． おもなスケジュール 

 

 

２． 鉄道開業 150 周年記念事業委員会について 

【委員名簿】 

【開催日】 

 

 

３． 実施事業報告 

① 150 周年記念ロゴの作成 

② 鉄道遺産調査実施 

③ 調査報告書『鉄道の記憶』作成 

④ 調査成果の展示『私たちのまちの鉄道遺産』開催 

⑤ セミナー・シンポジウム開催 

・全国近代化遺産活用連絡協議会鉄道遺産部会見学会・セミナー 

・日本鉄道保存協会見学会・シンポジウム 

・歴史を生かしたまちづくりセミナー 

⑥ ツーリズム EXPO ジャパン 2022 協力 

・配布資料作成 

・ブース運営協力 

・シンポジウ ム参加 

 

 

４． その他の活動報告 

①『ヨコハマヘリテイジスタイル』に「鉄道開業 150 周年にむけて」連載（連載） 

②『旅行新聞』に「鉄道開業 150 周年を契機に」寄稿 

③横浜都市発展記念館に展示 
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１． おもなスケジュール 

 

2020 年 12月 24日（木）  第１回鉄道開業 150 周年記念事業委員会開催 

 

2021 年  7月 14 日（水）    第 2 回鉄道開業 150 周年記念事業委員会開催 

         8月 23 日（月）  古賀学委員長とツーリズム EXPO について打合せ 

     9月 17 日（月）  古賀学委員長とツーリズム EXPO について打合せ 

12月               「みんなの鉄道 150 周年」記念ロゴ完成 

 

2022 年 2月        事務局記念事業＆スケジュール案作成 

      3月 29 日（火）   第 3回鉄道開業 150 周年記念事業委員会開催 

     5月 23 日（月）   古賀学委員長とツーリズム EXPO について打合せ 

     8月 30 日（火）  展示「私たちのまちの鉄道遺産」開催（9月 16 日まで） 

     9月 12 日（月）   報告書「鉄道の記憶 私たちのまちの鉄道遺産」納品 

     9月 15 日（木）  全国近代化遺産活用連絡協議会鉄道遺産部会見学会 

     9月 16 日（金）  日本鉄道保存協会見学会 

     9月 17 日（土）  日本鉄道保存協会総会・シンポジウム 

     9月 18 日（日）  歴史を生かしたまちづくりセミナー 

        9月 21 日（水）  「鉄旅の魅力」（ツーリズムジャパン配布冊子） 

     9月 22 日（木）  ツーリズムジャパン EXPO 開催（25日まで） 

    10月 21日（金）  日本観光振興協会「鉄道開業 150 周年記念シンポジウム」 

参加（22 日まで） 
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２． 鉄道開業 150 周年記念事業委員会 

 

【委員会名簿】 

  委 員 長   古賀 学（公益社団法人横浜歴史資産調査会 理事） 

    委   員   菅 建彦 （公益財団法人交通協力会顧問） 

            岡田 直 （横浜都市発展記念館 主任調査研究員）  

            小野田滋 （公益財団法人鉄道総合技術研究所担当部長） 

北村圭一 （元横浜市港湾局技術担当部長） 

斎藤大起 （神奈川新聞文化部記者） 

二階堂行宣（法政大学准教授） 

    オブザーバー   北河大次郎（文化庁文化資源活用課文化財調査官） 

 

事 務 局    米山淳一（公益社団法人横浜歴史資産調査会常務理事） 

            河合桃子（同 事業課） 

田中光一（同 事業課） 

 

 

 

 

  【開催日】 

2020 年 12月 24 日（木）  第１回鉄道開業 150 周年記念事業委員会開催 

2021 年  7月 14 日（水）    第 2 回鉄道開業 150 周年記念事業委員会開催 

2022 年 3月 29 日（火）  第 3 回鉄道開業 150 周年記念事業委員会開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5



 

３． 実施事業報告 

 

①150 周年記念ロゴの作成  作成（文字）は、篆刻家古田悠々子先生 

 

 

②鉄道遺産調査実施 

2022 年 5 月から 7月にかけ、横浜市内を中心に神奈川県内約 200 カ所の鉄道遺産現況調査

を実施 

【調査員】 

飯田知佳子・飯田豊 

小田嶋鉄朗（ヨコハマヘリテイジサポートクラブ会員） 

齊藤大起（横浜市電 1156 号保存会） 

藤猪実成（横浜市電 1156 号保存会） 

進林雅彦（横浜市電 1156 号保存会） 

塚本雅啓（鉄道史家） 

杉﨑行恭（鉄道フォトライター） 

田中光一 

米山淳一 

 

③調査報告書作成 

鉄道遺産調査の成果をもとに、約 200 件を収録した報告書『鉄道の記憶』を編集・製作し、 

関係者、セミナー参加者などに配布。 
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（A４判・本文 58ページ・オールカラー 非売品） 

 

※横浜の鉄道遺産抜粋（以下２ページ添付） 
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④記念展示『私たちのまちの鉄道遺産 ～横浜・神奈川を中心として～』開催 

鉄道遺産報告書の作成とともに、写真、データを活用し、約 150 点を展示。 

展示期間 18日間の入場者数は約 1500 人。 

  

 

 

展示会場：横浜みなと博物館特別展示室 

展示期間：8月 30日（火）～9 月 16 日（金） 

 入場無料 

 

 

⑤セミナー・シンポジウムの開催 

〇全国近代化遺産活用連絡協議会鉄道遺産部会見学会・セミナー 

日時：9月 15日（木）13 時～ 

会場：横浜みなと博物館会議室 

内容： 

開催地挨拶 公益社団法人横浜歴史資産調査会             理事 森まゆみ氏 

開催挨拶  全国近代化遺産活用連絡協議会              顧問 菅 建彦氏 
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文化庁文化財保護部建造物課参事官付文化財調査官 北河大次郎氏 

基調講演「神奈川・横浜の鉄道遺産の魅力」  

鉄道総合技術研究所担当部長 小野田滋氏 

事例報告 小坂町（秋田県） 

桐生市（群馬県） 

NPO 法人碓氷峠歴史文化遺産研究会（群馬県）                   

公益社団法人横浜歴史資産調査会（神奈川県）                       

NPO 法人愛岐トンネル群保存再生委員会（愛知県）                 

しなの鉄道株式会社（長野県）                           

京都市（京都府）                                  

新居浜市（愛媛県）                                  

大牟田市（福岡県）     

荒尾市（熊本県） 

 

〇日本鉄道保存協会見学会・シンポジウム開催 

日時：９月１６日（金）１２時桜木町駅集合（バス移動） 

おもな見学先 

・横浜みなと博物館特別展示室 

・横浜市電保存館 

    ・神奈川臨海鉄道横浜本牧駅と C５６ 

    ・本牧公園 D51 と高島機関区転車台 

    ・瑞穂橋梁 

    ・京急ミュージアム            

 

日時：9月１７日（土）１０～１６時 

会場：横浜みなと博物館会議室 

  内容： 

開催地報告            横浜歴史資産調査会 常務理事 米山淳一氏 

記念講演 「鉄道遺産をまちづくりに生かすー汽車道の魅力」 

     公益社団法人横浜歴史資産調査会社員・ものつくり大学名誉教授   増渕文男氏 

活動報告・シンポジウム 

遠軽町（丸瀬布森林鉄道）                参与・倉内健一氏 

東武博物館                 元館長・当会顧問・花上嘉成氏 

愛岐トンネル群保存再生委員会             理事長・村上真善氏 

北九州線車輛保存会                   代表・手嶋康人氏 

  ＊コーディネーター  本鉄道保存協会顧問・高崎経済大学名誉教授   大島登志彦氏 
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〇「第 44 回歴史を生かしたまちづくりセミナー」開催 

日時：9月 18日（日）14：00～17：00  資料代 500 円 

場所：横浜みなと博物館会議室 

内容：テーマ『鉄道の記憶を生かした横浜のまちづくり』 

共催：公益社団法人横浜歴史資産調査会・横浜市都市整備局 

後援：日本鉄道保存協会・鉄道開業 150 周年記念事業委員会 

12



 

講演１： 全国の鉄道遺産を生かしたまちづくり 

米山淳一氏（（公社）横浜歴史資産調査会常務理事） 

 

講演２ ：横浜の都市と鉄道の歴史 

岡田直氏（横浜都市発展記念館主任調査研究員） 

 

講演３ ：歴史を生かしたまちづくり～みなとみらい 21・象の鼻パークの整備～ 

北村圭一氏（元横浜市港湾局技術担当部長） 

 

対 談 ：「象の鼻パーク整備における鉄道遺産の保全活用」 

     北村圭一氏 vs米山淳一氏 

 

 

 

 

⑥ 「ツーリズム EXPO ジャパン２０２２」事業協力 

世界の観光・ツーリズムをリードする総合観光イベントであるツーリズムＥＸＰＯジャパ

ンの開催にあたり、日本観光振興協会から委託を受けたＮＰＯ観光文化研究所（古賀学理事

長）から、さらに委託を受け、下記２点の事業を行った。 

 

（ツーリズム EXPO ジャパン概要） 

日程：９月 22 日～25日 

会場：東京ビッグサイト 

主催：公益社団法人日本観光振興協会・一般社団法人日本旅行業協会・日本政府観光局 

 

〇配布資料「魅力ある鉄道の旅 ヒントにしたい 22プラン」編集制作  

      （A4判、本文 32 ページ オールカラー） 

 

13



 

〇日本観光振興協会（鉄道 150 周年）ブース運営協力 

鉄道保存協会会員に向け出展、配布グッヅ提供などの協力要請 

（りくべつ鉄道・しなの鉄道・津軽鉄道・小坂鉄道・大井川鐡道・若桜鉄道など参加） 

  

      

  

⑦ 鉄道開業 150 周年記念シンポジウムに協力 

日本観光振興協会が主催する「日本鉄道開業 150 周年記念シンポジウム～地域鉄道を活用

した観光地域振興～」の開催にあたり、企画および集客に協力した。 

 

10月 21日 エキスカーション 

（一畑電車乗車体験、雲州平田駅車庫、出雲大社駅、旧国鉄大社駅見学） 

 

雲州平田駅車庫   修復中の JR 大社駅  一畑電車出雲大社前駅  デハ二 53 形 

    

10月 22日 シンポジウム ホテル一畑 平安の間 

      基調講演「地域鉄道の魅力を実感していただくために」蜂谷あす美 

      事例発表 秋田内陸縦貫鉄道 

一畑電車 

JR 西日本 

NPO 神岡まちづくりネットワーク 
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４． その他の活動 

 

①ヨコハマヘリテイジスタイルに「鉄道開業 150 周年に向けて」連載 

 

1 回目(2021 春号)   青木祐介氏（横浜開港資料館副館長） 

2 回目(2021 夏号）   菅建彦氏（交通協力会顧問） 

3 回目(2021 秋号)   北河大次郎氏（文化庁） 

4 回目(2022 早春号) 米山淳一（常務理事） 

5 回目(2022 春号)   北村圭一（元横浜市港湾部長） 

6 回目(2022 夏号)   古賀学（松蔭大学教授） 

 

 

②旅行新聞に「鉄道開業 150 周年を契機に」寄稿（連載） 

 

１回目（5/11.21）「鉄道旅・過去からのはじまり」 

古賀学（松蔭大学教授） 

２回目（6/11）「鉄道遺産は身近観光資源」 

米山淳一（日本鉄道保存協会事務局長） 

３回目（7/11）「小坂鉄道の遺産守り魅力発信」 

亀沢修（小坂鉄道保存会） 

４回目（7/21）「鉄道遺産を観光資源へ（りくべつ鉄道）」 

杉本武勝（陸別町商工会事務局長） 

５回目（8/1）「沿線自治体の「意志」で存続する「くりでん」」 

大杉要（くりでんミュージアム学芸員） 

6 回目（8/11.21）「窓を開け放ち憂さを晴らす台湾の鉄道」 

ばんだいす（日本観光振興会村上） 

7 回目（9/1.11）「世界遺産もある欧州山岳鉄道と保存鉄道」 

菅建彦（公益財団法人交通協力会顧問） 

8 回目（9/21）「広域的自治体・事業者連携の取組みを」 

辻聡（レイルウエイトラベラー） 
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寄稿
シリーズ
①

　
今
年
、
１
８
７
２
（
明
治

5
）
年
に
鉄
道
が
新
橋
―
横

浜
間
を
開
通
し
て
１
5
0
周

年
を
迎
え
る
の
は
周
知
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
鉄
道
の
歴
史
を
改
め
て
眺

め
て
い
る
と
、
日
本
国
有
鉄

道
が
運
輸
省
か
ら
分
離
し
公

共
企
業
体
と
し
て
発
足
し
た

の
が
１
９
４
９
年
で
実
は
私

の
生
ま
れ
た
年
で
あ
っ
た
こ

と
が
判
明
。
だ
か
ら
ど
う
と

い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、

小
学
校
の
こ
ろ
、
夜
行
列
車

に
乗
り
福
岡
を
目
指
し
、
瀬

戸
内
海
の
朝
焼
け
に
目
覚
め

工
場
の
煙
突
か
ら
出
る
炎
に

驚
か
さ
れ
た
こ
と
や
、
高
校

時
代
に
は
周
遊
き
っ
ぷ
で
九

州
一
周
、
大
学
で
四
国
一
周

を
果
た
し
た
こ
と
な
ど
が
思

い
起
こ
さ
れ
る
。
往
復
と
地

域
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
周
遊

き
っ
ぷ
は
旅
の
強
い
味
方
で

あ
っ
た
。

　
昔
、
旅
先
を
探
す
の
に
、

時
刻
表
の
ダ
イ
ヤ
と
と
も
に

周
遊
指
定
地
を
み
て
思
案
し

た
。
周
遊
指
定
地
を
示
す
枠

は
重
な
り
合
う
よ
う
に
全
国

を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
。

　
そ
し
て
国
鉄
で
は
、
毎
年

周
遊
指
定
地
（
観
光
地
）
の

入
込
客
数
を
調
査
し
て
お
り

仕
事
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

い
た
。
前
日
本
観
光
旅
館
連

盟
は
“
駅
長
さ
ん
が
薦
め
る

宿
”
が
う
た
い
文
句
で
あ
っ

た
。
鉄
道
が
観
光
の
移
動
手

段
の
60
％
以
上
を
占
め
て
い

た
時
代
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で

だ
が
、
色
々
な
面
で
遥
か
に

地
元
密
着
型
の
鉄
道
で
あ
り

事
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　
観
光
と
の
連
携
と
い
う
視

点
か
ら
は
、
特
色
あ
る
列
車

の
整
備
・
運
行
そ
し
て
乗
車

体
験
、
鉄
道
展
示
資
料
館
の

整
備
、
鉄
道
遺
構
の
現
場
展

示
、
運
転
体
験
、
鉄
道
敷
の

新
た
な
利
用
、
ロ
ケ
地
と
し

て
の
活
用
、
関
連
グ
ッ
ズ
の

販
売
、
多
彩
な
駅
弁
、
車
内

で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
き
た
。

　
そ
の
一
方
で
地
方
鉄
道
の

存
続
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
市
場

か
ら
広
範
な
需
要
の
拡
大
、

地
元
と
の
連
携
に
よ
る
駅
前

活
性
化
、
鉄
道
利
用
の
旅
行

商
品
化
拡
大
、
遺
構
を
含
め

た
鉄
道
資
源
の
文
化
的
価
値

・
魅
力
の
向
上
と
周
知
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
他
の
活
動

と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
地

域
運
営
な
ど
多
く
の
課
題
も

有
し
て
い
る
。

　
仕
事
で
大
井
川
鐡
道
と
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

と
い
う
農
家
参
加
型
の
鉄
道

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
関
わ
り

あ
っ
た
が
、
S
L
で
移
動
し

途
中
下
車
の
駅
舎
で
は
地
元

野
菜
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
新
た
な
地
域

連
携
の
あ
り
方
を
み
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
観
光
振
興
の
大
切
な
方
法

の
ひ
と
つ
は
、
“
昔
は
良
か

っ
た
”
と
い
う
一
言
に
従
う

こ
と
に
あ
る
。
地
域
が
最
も

輝
い
て
い
た
時
代
の
断
面
か

ら
そ
の
土
地
の
記
憶
を
呼
び

覚
ま
し
整
備
す
る
の
が
魅
力

と
個
性
あ
る
観
光
地
を
創
り

出
す
。
い
わ
ば
“
故
き
を
温

ね
て
新
し
き
を
知
る
”
で
あ

る
。

　
今
年
は
各
鉄
道
会
社
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
の
催

し
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

日
本
鉄
道
保
存
協
会
に
お
い

て
も
９
月
２
―
４
日
に
鉄
道

遺
構
ま
ち
歩
き
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。
単
に
記
念
行
事

と
し
て
一
過
性
で
終
わ
ら
す

こ
と
な
く
、
こ
れ
を
機
に
、

鉄
道
事
業
者
一
丸
と
な
り
、

地
域
を
始
め
観
光
業
、
農
林

漁
業
な
ど
多
様
な
関
係
組
織

そ
し
て
旅
を
求
め
る
す
べ
て

の
人
に
よ
る
、
い
わ
ば
“
鉄

道
の
六
次
産
業
化
”
と
も
い

う
べ
き
協
働
型
手
法
に
よ

り
、
鉄
道
が
持
つ
多
彩
で
多

様
な
魅
力
を
発
揮
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

鉄
道
旅
・
過
去
か
ら
の
始
ま
り

日
本
鉄
道
保
存
協
会
鉄
道
開

通
1
5
0
周
年
記
念
事
業
委

員
会
委
員
長
、松
蔭
大
学
教
授

大
井
川
鐵
道

古賀　学氏
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寄稿
シリーズ
②

　
鉄
道
発
祥
の
地
、
横
浜
の

歴
史
的
建
造
物
な
ど
の
調
査

や
保
存
・
活
用
を
行
う
当
公

益
社
団
法
人
で
は
、
日
本
鉄

道
保
存
協
会
（
当
公
益
社
団

が
代
表
幹
事
・
事
務
局
）
と

協
働
で
有
識
者
か
ら
な
る
鉄

道
開
業
１
5
0
周
年
記
念
事

業
委
員
会
を
設
置
し
、
鉄
道

遺
産
調
査
や
、
こ
れ
を
も
と

に
「
鉄
道
の
記
憶
」（
仮
）
の

発
行
、
セ
ミ
ナ
ー
、
展
示
会

等
を
計
画
し
て
い
る
。

　
鉄
道
遺
産
調
査
に
つ
い
て

は
、
２
0
１
４
年
に
当
公
益

社
団
内
に
鉄
道
遺
産
調
査
隊

（
隊
長
＝
堀
勇
良
・
元
文
化

庁
主
任
文
化
財
調
査
官
、
当

公
益
社
団
理
事
）
を
結
成

し
、
横
浜
市
内
の
東
海
道
本

線
沿
線
を
歩
い
た
実
績
が
あ

る
。
土
盛
り
さ
れ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
付
け
替
え
ら
れ
た

の
か
、
鉄
道
開
業
時
の
遺
構

は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
東
海
道
本
線
が

横
浜
か
ら
延
伸
し
、
幹
線
と

し
て
の
形
を
整
え
始
め
る
明

治
２0
年
ご
ろ
か
ら
の
遺
構
は

目
に
見
え
る
形
で
残
っ
て
い

た
。

　
と
く
に
保
土
ケ
谷
―
戸
塚

間
は
顕
著
で
、
清
水
谷
戸
隧

道
上
り
線
を
筆
頭
に
築
堤
を

貫
く
小
さ
な
沢
に
架
か
る
赤

レ
ン
ガ
の
和
倉
橋
梁
な
ど
数

例
が
確
認
で
き
た
。
そ
こ

は
、
東
海
道
線
や
横
須
賀
線

が
行
き
交
う
現
役
の
路
線
。

ま
さ
に
大
発
見
と
調
査
後
の

打
ち
上
げ
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
し
か
し
、
何
と
し

て
も
開
業
時
の
痕
跡
を
探
り

た
い
と
酔
っ
た
勢
い
で
堀
さ

ん
に
絡
む
と
、
「
あ
れ
ば
と

っ
く
に
誰
か
が
見
つ
け
て
い

る
さ
！
」
と
肩
透
か
し
で
、

意
気
消
沈
し
た
記
憶
は
鮮
明

で
あ
る
。

　
あ
れ
か
ら
７
年
。
横
浜
で

は
な
く
、
東
京
・
高
輪
で
大

規
模
な
築
堤
の
遺
構
が
出

た
。
し
か
も
国
指
定
特
別
史

跡
と
な
り
快
挙
と
な
っ
た
。

そ
う
言
え
ば
、
小
林
清
親
作

の
明
治
期
の
版
画
で
見
た
石

積
み
に
似
て
い
る
。

　
一
方
の
横
浜
に
は
本
当
に

無
い
の
か
。
Ｓ
Ｌ
が
飲
ん
だ

水
が
湧
く
横
井
戸
を
発
見
と

い
っ
て
も
確
証
は
な
い
。
そ

ん
な
モ
ヤ
モ
ヤ
を
晴
ら
し
て

く
れ
た
の
が
「
旧
横
濱
鉄
道

歴
史
展
示
（
旧
横
ギ
ャ
ラ
リ

ー
）
」
に
展
示
さ
れ
た
Ｓ
Ｌ

１
１
0
号
だ
。
開
業
時
に
英

国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
１0
両
の

一
員
で
本
物
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が
資
料
に
基
づ
き
立
派
に
復

元
し
て
い
る
。
ま
さ
に
開
業

時
の
横
濱
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
跡

に
里
帰
り
で
あ
る
。

　
場
所
は
洒
落
た
フ
ー
ド
コ

ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
カ
フ
ェ
に
挟
ま
れ
た
商

業
空
間
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

は
も
ち
ろ
ん
、
若
い
カ
ッ
プ

ル
や
飲
み
仲
間
、
買
い
物
帰

り
の
主
婦
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
皆
さ
ん
が
行
き
交
う
日
常

風
景
の
ど
真
ん
中
に
鎮
座

し
、
さ
り
げ
な
い
展
示
が
実

に
カ
ッ
コ
イ
イ
。

　
今
や
歴
史
的
鉄
道
車
両
、

施
設
、
構
造
物
は
鉄
道
遺
産

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
文
化
庁

が
保
存
・
活
用
を
す
す
め
る

近
代
化
遺
産
（
我
が
国
の
近

代
化
に
貢
献
し
た
産
業
、
交

通
、
土
木
遺
産
）
の
範
疇
に

入
り
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

活
性
化
に
活
用
さ
れ
文
化
観

光
資
源
と
な
っ
た
。

　
横
浜
市
で
は
、
横
浜
臨
港

線
（
明
治
末
期
）
の
跡
を
橋

梁
、
築
堤
等
を
含
め
横
浜
市

認
定
歴
史
的
建
造
物
と
し
て

保
存
活
用
し
、
遊
歩
道
と
し

て
整
備
し
た
。
市
民
公
募
で

「
汽
車
道
」
と
名
づ
け
ら

れ
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
や
象
の

鼻
パ
ー
ク
、
山
下
臨
港
線
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
と
と
も
に
横
浜

の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
て
い
る
。

　
全
国
に
目
を
向
け
れ
ば
廃

線
跡
だ
け
で
な
く
、
現
役
の

幹
線
、
ロ
ー
カ
ル
線
、
私

鉄
、
三
セ
ク
路
線
な
ど
を
よ

く
見
る
と
、
鉄
道
遺
産
で
溢

れ
て
い
る
。
列
車
に
乗
っ
て

歴
史
的
車
両
、
駅
舎
、
橋

梁
、
隧
道
、
さ
ら
に
鉄
道
沿

い
の
旧
街
道
の
歴
史
的
町
並

み
や
周
辺
集
落
を
訪
ね
る
の

も
鉄
道
の
旅
の
醍
醐
味
で
あ

ろ
う
。
お
酒
、
肴
、
お
食

事
、
お
菓
子
、
お
土
産
品
、

伝
統
工
芸
も
楽
し
み
、
地
域

に
チ
ャ
リ
ン
チ
ャ
リ
ン
と
お

金
を
落
と
す
こ
と
を
お
忘
れ

な
く
。

鉄
道
遺
産
は
身
近
な
観
光
資
源

公
益
社
団
法
人
横
浜
歴
史
資

産
調
査
会
常
務
理
事
、
日
本

鉄
道
保
存
協
会
事
務
局
長

S
L
1
1
0
号

米山　淳一氏
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寄稿
シリーズ
③

　
２
0
0
８
（
平
成
２0
）
年

４
月
、
文
化
財
保
護
担
当
か

ら
観
光
担
当
へ
と
思
い
が
け

ず
異
動
と
な
っ
た
。
「
保
護

ば
か
り
で
な
く
活
用
を
前
提

に
考
え
仕
事
せ
よ
」
と
の
お

達
し
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ

る
。

　
新
た
に
命
じ
ら
れ
た
の

は
、
こ
の
年
休
止
と
な
っ
た

小
坂
鉄
道
の
観
光
活
用
方
策

の
立
案
で
あ
っ
た
。

　
秋
田
県
北
東
端
に
位
置
し

十
和
田
湖
を
有
す
る
小
坂
町

は
、
小
坂
鉱
山
が
残
し
た
近

代
化
遺
産
を
観
光
資
源
と
し

て
保
存
活
用
し
て
い
る
町
で

あ
る
。

　
小
坂
鉱
山
は
明
治
末
期
に

鉱
産
額
日
本
一
の
銅
山
へ
と

発
展
。
鉱
山
町
と
し
て
に
ぎ

わ
う
小
坂
と
、
奥
羽
線
大
館

駅
を
結
ぶ
物
流
と
交
通
の
要

と
し
て
、
１
９
0
９
（
明
治

４２
）
年
5
月
に
開
業
し
た
の

が
小
坂
鉄
道
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
１
0
0
周
年
を
迎
え

た
0９
年
４
月
に
廃
止
と
な

る
。
新
た
な
金
属
リ
サ
イ
ク

ル
製
錬
施
設
の
完
成
で
、
主

要
貨
物
で
あ
る
濃
硫
酸
の
製

造
を
終
了
し
た
こ
と
が
そ
の

理
由
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
１
９
９
４
年
の
旅

客
廃
止
直
後
に
、
小
坂
鉄
道

の
応
援
を
目
的
に
結
成
さ
れ

た
「
鉄
道
の
日
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
」
の
鉄
道
愛
好
家

た
ち
は
、
鉄
道
休
止
後
も
復

活
の
日
を
夢
見
て
活
動
を
継

続
し
て
い
た
。

　
私
も
そ
の
１
人
だ
っ
た

が
、
仲
間
と
の
共
同
で
旧
小

坂
駅
舎
や
軌
道
敷
、
保
存
車

両
の
観
光
活
用
方
策
に
つ
い

て
企
画
を
練
り
上
げ
た
。

　
そ
の
計
画
に
基
づ
き
所
有

者
や
関
係
者
と
協
議
を
重

ね
、
つ
い
に
は
秋
田
県
や
国

の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
決
ま
る
。
日
本
鉄
道
保
存

協
会
の
米
山
淳
一
氏
に
は
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
い
た
だ

き
、
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
も
で

き
た
。

　
２
0
１
４
年
6
月
１
日
、

「“
レ
ー
ル
遊
び
の
複
合
施

設
”
小
坂
鉄
道
レ
ー
ル
パ
ー

ク
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

の
日
を
迎
え
る
。
翌
年
に
は

寝
台
客
車
を
動
態
保
存
し
た

簡
易
宿
泊
施
設
「
ブ
ル
ー
ト

レ
イ
ン
あ
け
ぼ
の
」
も
開
業

し
た
。

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
運
転

体
験
な
ど
体
験
事
業
の
企
画

・
運
営
を
担
う
の
は
、
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
に
新
た
な
仲
間
を
加
え
て

結
成
し
た
「
小
坂
鉄
道
保
存

会
」
だ
。
制
服
姿
も
り
り
し

く
“
魅
せ
鉄
”
に
よ
る
車
内

放
送
も
得
意
と
し
て
い
る
。

　
レ
ー
ル
パ
ー
ク
は
、
保
存

会
に
よ
る
オ
モ
テ
ナ
シ
、
国

登
録
文
化
財
の
駅
舎
、
動
態

保
存
車
両
や
鉄
道
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
体
験
事
業
に
よ

っ
て
人
気
を
集
め
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
に
よ
っ
て
、
体
験
事

業
や
宿
泊
営
業
は
休
止
さ

れ
、
保
存
会
は
活
動
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ

る
。 

そ
の
間
、
保
存
鉄
道
の

宿
命
で
あ
る
老
朽
化
し
た
車

両
の
不
具
合
や
枕
木
の
腐
蝕

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
そ
の
対
策
も
急
務
と
な

っ
て
い
る
。

  

そ
し
て
今
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
向
け
た
新
た
な
取
り

組
み
も
必
要
と
な
っ
た
。
大

館
ま
で
の
軌
道
は
ほ
ぼ
全
線

で
残
さ
れ
、
「
小
坂
鉄
道
・

大
館
レ
ー
ル
バ
イ
ク
」
な
ど

廃
線
を
活
用
し
た
観
光
ス
ポ

ッ
ト
も
充
実
し
て
き
た
。
大

館
市
と
の
連
携
で
、
小
坂
鉄

道
の
遺
産
を
守
り
、
そ
の
魅

力
を
ど
の
よ
う
に
発
信
す
る

の
か
、
町
や
保
存
会
の
力
量

が
問
わ
れ
て
い
る
。

小
坂
鉄
道
の
遺
産
守
り
魅
力
発
信

小
坂
鉄
道
保
存
会
総
務
企
画

局
長
、
小
坂
町
町
史
編
さ
ん

室
勤
務

旧
小
坂
駅
舎
と
再
開
を
前
に
整
備
中

の
「
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
あ
け
ぼ
の
」

亀沢　修氏
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寄稿
シリーズ
④

　
国
鉄
網
走
線
は
１
９
１
0

（
明
治
４3
）
年
に
開
業
し
、

そ
の
後
、
国
鉄
池
北
線
（
池

田
―
北
見
間
）
と
し
て
分
離

し
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
第
三
セ

ク
タ
ー
「
北
海
道
ち
ほ
く
高

原
鉄
道
（
ふ
る
さ
と
銀
河

線
）
」
へ
と
承
継
さ
れ
運
行

し
て
き
ま
し
た
が
、
２
0
0

6
年
４
月
に
全
線
廃
線
と
な

り
、
９6
年
に
鉄
道
の
歴
史
に

終
止
符
が
打
た
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
廃
止
が
原

動
力
と
な
っ
て
、
陸
別
町
で

は
再
生
の
道
を
考
え
ま
し

た
。
こ
れ
が
今
の
観
光
鉄
道

動
態
保
存
「
ふ
る
さ
と
銀
河

線
り
く
べ
つ
鉄
道
」
で
す
。

　
廃
線
日
の
最
終
運
行
後
、

使
用
さ
れ
て
い
た
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
両
6
両
、
排
雪
モ
ー
タ

ー
カ
ー
２
台
、
保
線
作
業

車
、
バ
ラ
ス
ト
散
布
車
、
ト

ロ
ッ
コ
な
ど
が
陸
別
駅
構
内

に
集
結
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
町
民
か
ら
は
「
税
金
の

無
駄
遣
い
」「
負
の
財
産
だ
」

「
素
人
で
は
無
理
」
な
ど
の

声
が
あ
り
ま
し
た
が
、
動
態

保
存
を
実
現
化
す
る
た
め
陸

別
町
商
工
会
は
、
全
国
の
鉄

道
先
進
地
調
査
や
鉄
道
事
業

法
に
基
づ
か
な
い
営
業
方

法
、
地
元
へ
の
経
済
効
果
は

ど
う
か
な
ど
を
研
究
し
、
0８

年
４
月
２0
日
に
乗
車
体
験
、

運
転
体
験
、
ト
ロ
ッ
コ
運
行

の
で
き
る
観
光
鉄
道
と
し
て

営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
り
く
べ
つ
鉄
道
の
財
産

は
、
陸
別
町
が
す
べ
て
を
所

有
し
て
い
ま
す
が
、
運
営
主

体
で
あ
る
陸
別
町
商
工
会

は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
借
受

け
し
財
産
の
維
持
管
理
と
運

営
を
し
て
い
ま
す
。
窓
口
運

行
事
務
は
ま
ち
づ
く
り
会
社

「
㈱
り
く
べ
つ 

鉄
道
事
業

部
」
に
委
託
し
て
ま
す
。

　
廃
線
当
時
は
池
北
間
１
４

0
㌔
の
線
路
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
陸
別
か
ら
分
線

ま
で
の
5
・
７
㌔
だ
け
が
残

っ
て
お
り
、
こ
の
残
さ
れ
た

構
外
鉄
道
遺
産
を
有
効
活
用

す
る
た
め
、
開
業
４
年
後
に

構
外
延
伸
第
１
弾
と
し
て
１

・
6
㌔
先
ま
で
運
転
体
験
の

で
き
る
「
銀
河
コ
ー
ス
」
を

開
設
。
２0
年
に
「
新
銀
河
コ

ー
ス
（
２
・
８
㌔
）
」
、
２１

年
に
陸
別
駅
―
分
線
駅
ま
で

の
１
駅
区
間
が
運
転
可
能
な

「
分
線
コ
ー
ス
（
5
・
・
７

㌔
）
」
と
し
て
順
次
延
伸
開

業
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
運
転
体
験
者
の
リ
ピ
ー

タ
ー
は
さ
ら
に
増
え
、
運
転

体
験
者
の
回
数
木
製
板
を
駅

窓
口
に
掲
示
し
て
い
ま
す
が

１
5
0
回
を
超
え
て
い
る
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
構

内
に
は
家
族
、
友
人
な
ど
で

楽
し
め
る
ト
ロ
ッ
コ
周
回
コ

ー
ス
や
北
海
道
最
古
の
転
車

台
な
ど
が
あ
り
「
て
つ
ど
う

公
園
」
と
し
て
自
由
に
見
学

も
で
き
ま
す
。

　
陸
別
町
は
、
林
業
の
ま

ち
、
酪
農
の
ま
ち
、
日
本
一

寒
い
町
、
星
の
美
し
い
町
が

自
慢
で
す
が
、
こ
こ
に
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
「
り
く

べ
つ
鉄
道
」
が
加
わ
っ
て
か

ら
は
訪
れ
る
観
光
客
は
年
間

6
万
人
か
ら
多
い
年
で
２0
万

人
へ
と
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
施
設
は
「
り
く

べ
つ
道
の
駅
」
に
あ
り
観
光

客
が
増
え
た
こ
と
で
陸
別
、

特
産
品
開
発
に
も
力
が
入
り

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
鉄
道
グ
ッ
ズ

や
し
ば
れ
君
つ
ら
ら
ち
ゃ
ん

饅
頭
な
ど
）
駅
構
内
物
産
館

で
の
販
売
品
も
増
え
ま
し

た
。
町
内
飲
食
店
な
ど
で
利

用
で
き
る
「
う
ま
い
も
の
割

引
ク
ー
ポ
ン
」
の
発
行
や
、

運
転
体
験
を
２
日
以
上
連
続

申
込
み
さ
れ
た
方
へ
宿
泊
サ

ー
ビ
ス
す
る
「
銀
河
コ
ー
ス

パ
ッ
ク
セ
ッ
ト
」
な
ど
、
滞

在
型
観
光
を
推
進
す
る
取
り

組
み
で
町
へ
の
経
済
効
果
も

上
が
り
ま
し
た
。

　
昨
年
線
路
の
終
点
分
線
駅

に
「
分
線
車
両
庫
」
と
「
分

線
ホ
ー
ム
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
場
所
を
活
用
し

て
今
年
９
月
か
ら
新
た
に

「
排
雪
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
操

作
運
転
体
験
」
が
加
わ
り
、

次
年
度
以
降
は
分
線
か
ら
さ

ら
に
北
へ
線
路
を
敷
設
延
伸

し
て
ト
ロ
ッ
コ
な
ど
運
行
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
鉄
道

遺
産
を
観
光
資
源
と
し
た
り

く
べ
つ
鉄
道
の
活
用
へ
の
道

（
路
線
）
は
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
。

鉄
道
遺
産
を
観
光
資
源
へ（
り
く
べ
つ
鉄
道
）

北
海
道
鉄
道
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
幹
事
、
陸
別
町
商
工
会

事
務
局
長

ふ
る
さ
と
銀
河
線
り
く
べ
つ

鉄
道

杉本　武勝氏
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寄稿
シリーズ
⑤

　
今
年
は
新
橋
―
横
浜
間
の

鉄
道
開
業
か
ら
１
5
0
年
と

い
う
節
目
の
年
で
あ
る
。
私

が
管
理
し
て
い
る
の
は
か
つ

て
宮
城
県
北
部
の
栗
原
郡
を

走
っ
て
い
た
く
り
は
ら
田
園

鉄
道
（
通
称
・
く
り
で
ん
、

２
0
0
７
年
に
廃
線
）
と
い

う
鉄
道
会
社
の
遺
産
だ
が
、

こ
の
く
り
で
ん
が
開
業
し
た

の
は
日
本
発
の
鉄
道
開
業
か

ら
約
半
世
紀
後
の
１
９
２
１

（
大
正
１0
）
年
だ
っ
た
。

　
く
り
で
ん
の
発
起
人
で
も

あ
っ
た
初
代
社
長
の
中
村
小

治
郎
は
、
沿
線
の
岩
ケ
崎

（
栗
駒
）
生
ま
れ
で
、
１
９

１
3
年
に
同
町
の
町
長
と
な

っ
た
。
東
北
本
線
か
ら
離
れ

て
い
る
岩
ケ
崎
が
発
展
に
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
し

た
中
村
は
、
石
越
駅
と
岩
ケ

崎
を
結
ぶ
鉄
道
の
建
設
運
動

を
始
め
、
そ
の
尽
力
の
末
に

誕
生
し
た
の
が
く
り
で
ん
だ

っ
た
。
最
初
は
石
越
―
岩
ケ

崎
間
の
み
の
営
業
で
、
細
倉

鉱
山
ま
で
つ
な
が
っ
た
の
は

戦
時
下
の
１
９
４
２
年
だ
っ

た
。

　
勘
違
い
さ
れ
や
す
い
点
だ

が
、
細
倉
鉱
山
の
貨
物
輸
送

は
く
り
で
ん
の
主
な
収
益
源

で
は
あ
っ
た
も
の
の
設
立
目

的
で
は
な
く
、
く
り
で
ん
に

期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
沿
線

町
村
の
発
展
へ
の
寄
与
で
あ

り
、
沿
線
住
民
の
足
と
し
て

の
活
躍
だ
っ
た
。

　
戦
後
は
旅
客
・
貨
物
と
も

に
活
躍
し
最
盛
期
を
迎
え
た

が
、
自
家
用
車
の
普
及
や
道

路
整
備
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
拡
大
が
進
む
と
、
客
貨

と
も
に
利
用
が
減
少
、
赤
字

経
営
と
転
落
し
た
。
さ
ら
に

細
倉
鉱
山
の
閉
山
が
大
き
な

痛
手
と
な
り
廃
線
も
濃
厚
と

な
っ
た
が
、
く
り
で
ん
の
存

続
を
望
む
沿
線
自
治
体
の
声

も
あ
っ
て
第
三
セ
ク
タ
ー
化

し
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
導
入

な
ど
再
建
が
は
か
ら
れ
た
。

　
だ
が
、
経
営
は
好
転
せ

ず
、
今
か
ら
１5
年
前
の
２
0

0
７
年
3
月
3１
日
に
約
９0
年

の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
く
り
で
ん
を
惜
し
む
声
は

廃
線
が
決
ま
っ
た
あ
と
も
多

く
、
く
り
で
ん
資
料
の
保
存

・
活
用
に
つ
い
て
有
識
者
を

招
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

「
鉄
道
公
園
」
と
し
て
残
す

こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
廃
線

と
な
っ
た
0７
年
中
に
は
く
り

で
ん
に
関
す
る
一
連
の
資
料

が
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定

も
さ
れ
て
い
る
。
本
社
の
あ

っ
た
若
柳
を
中
心
に
整
備
が

進
め
ら
れ
、
現
在
は
「
く
り

は
ら
田
園
鉄
道
公
園
」
と
し

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Ａ

ｚｕ
ｍ

ａ
-

ｒｅ

が
市
か
ら
委
託
管
理
を

し
て
い
る
。
整
備
に
は
膨
大

な
費
用
が
か
か
る
こ
と
か
ら

も
、
沿
線
自
治
体
の
く
り
で

ん
を
後
世
に
残
す
と
い
う
強

い
意
思
が
、
い
ま
の
か
た
ち

で
く
り
で
ん
を
「
存
続
」
さ

せ
た
と
言
え
る
。

　
公
園
内
に
あ
る
く
り
で
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
会
社

が
残
し
た
膨
大
な
量
の
資
料

を
保
存
・
展
示
し
て
い
る
ほ

か
、
現
役
当
時
に
使
わ
れ
て

い
た
機
関
車
庫
・
客
車
庫
も

見
学
で
き
る
。
な
か
に
は
細

倉
鉱
山
か
ら
購
入
し
た
機
械

も
あ
り
、
く
り
で
ん
と
細
倉

鉱
山
の
関
係
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
ま
た
、
道
路
を
挟
ん
だ
向

か
い
の
旧
若
柳
駅
舎
で
は
、

週
末
に
乗
車
体
験
や
運
転
体

験
、
レ
ー
ル
バ
イ
ク
乗
車
会

を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
の

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
る
。
駅
舎
で
動
態
保
存

さ
れ
て
い
る
車
両
は
目
玉
の

１
つ
だ
が
、
ほ
か
に
も
待
合

室
に
は
現
役
当
時
使
わ
れ
て

い
た
古
い
広
告
の
載
っ
た
ベ

ン
チ
な
ど
、
か
つ
て
の
沿
線

の
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
も

の
も
あ
る
。

　
鉄
道
と
そ
の
沿
線
地
域
は

相
互
に
影
響
を
与
え
な
が
ら

現
在
の
街
並
み
を
つ
く
っ
て

い
る
。
く
り
で
ん
公
園
に
来

た
際
に
は
、
く
り
で
ん
を
後

世
に
残
そ
う
と
し
た
沿
線
地

域
の
こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

沿
線
自
治
体
の「
意
志
」で
存
続
す
る「
く
り
で
ん
」

く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

く
り
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

学
芸
員

若
柳
駅
舎

大杉　要氏
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寄稿
シリーズ
⑥

　
日
本
の
鉄
道
の
歴
史
１
5

0
年
の
う
ち
４0
年
ほ
ど
し
か

見
て
い
な
い
私
だ
が
、
近
年

日
本
の
鉄
道
を
見
て
い
て
少

し
寂
し
い
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
窓
を
開
け
放
ち

風
を
切
っ
て
走
る
列
車
が
減

っ
た
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
エ

ア
コ
ン
が
付
き
、
窓
を
開
け

な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
こ
と

や
、
高
速
で
走
る
列
車
で
は

安
全
対
策
の
必
要
が
あ
る
こ

と
も
理
解
し
て
い
る
。

　
昨
今
の
情
勢
な
ど
か
ら
換

気
対
策
と
し
て
完
全
に
窓
が

開
か
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ

と
も
知
っ
て
い
る
。
そ
の
う

え
で
な
お
、
窓
を
全
開
に
し

て
外
の
風
を
感
じ
る
列
車
に

揺
ら
れ
て
み
た
い
と
思
う
の

は
、
私
の
我
が
ま
ま
だ
ろ
う

か
。

　
小
学
生
の
こ
ろ
、
夏
休
み

に
な
る
と
、
当
時
住
ん
で
い

た
神
奈
川
の
藤
沢
か
ら
千
葉

の
船
橋
に
あ
る
叔
母
の
家
ま

で
、
た
び
た
び
１
人
で
冒
険

を
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
横
須

賀
・
総
武
快
速
線
は
国
鉄
型

の
１
１
3
系
が
使
わ
れ
て
お

り
、
ボ
ッ
ク
ス
席
は
２
段
窓

に
な
っ
て
い
た
。

　
下
段
の
窓
を
子
供
の
力
で

押
し
上
げ
る
の
は
と
き
ど
き

き
つ
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
１

人
で
押
し
上
げ
て
窓
を
開
け

た
と
き
の
達
成
感
は
、
大
人

の
階
段
を
一
歩
上
が
っ
た
感

じ
が
し
た
。

　
窓
か
ら
感
じ
る
風
に
は
、

駅
ビ
ル
の
何
か
美
味
し
そ
う

な
匂
い
、
ト
ン
ネ
ル
の
湿
気

と
独
特
の
匂
い
が
し
た
。
地

下
か
ら
出
る
た
め
の
坂
を
上

が
る
錦
糸
町
の
手
前
で
は
、

風
と
共
に
モ
ー
タ
ー
の
唸
り

声
が
入
っ
て
き
て
、
心
の
中

で
電
車
を
励
ま
し
た
。

　
窓
を
全
開
に
し
て
走
る
列

車
は
五
感
で
船
橋
ま
で
の
小

さ
な
冒
険
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
た
。

　
私
が
よ
く
足
を
運
ぶ
台
湾

で
も
、
窓
を
全
開
に
で
き
る

列
車
は
か
な
り
少
な
い
。
台

湾
高
速
鉄
道
（
台
湾
新
幹

線
）
や
、
日
本
の
特
急
に
相

当
す
る
自
強
號
は
も
ち
ろ

ん
、
通
勤
電
車
や
日
本
で
は

見
る
機
会
が
な
く
な
っ
た
長

距
離
の
客
車
列
車
で
さ
え
も

窓
は
全
開
に
で
き
な
い
。

　
そ
ん
な
な
か
で
、
冷
房
も

な
く
、
窓
を
開
け
っ
ぱ
な
し

で
台
湾
南
部
の
南
廻
線
を
走

る
「
普
快
車
」
と
呼
ば
れ
る

列
車
は
貴
重
な
存
在
だ
っ

た
。

　
車
両
は
数
十
年
前
に
製
造

さ
れ
た
、
よ
く
言
え
ば
レ
ト

ロ
、
悪
く
言
え
ば
オ
ン
ボ
ロ

な
車
両
だ
っ
た
が
、
窓
を
全

開
に
し
て
走
る
楽
し
さ
に
あ

ふ
れ
る
車
両
だ
っ
た
。

　
ヤ
シ
の
木
が
続
く
海
辺
の

道
と
、
背
後
に
あ
る
東
シ
ナ

海
、
私
の
大
好
き
な
台
湾
マ

ン
ゴ
ー
が
育
つ
畑
、
先
頭
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
か
ら
漂

う
煙
の
匂
い
、
育
ち
盛
り
の

青
草
の
匂
い
、
ト
ン
ネ
ル
の

中
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
空

気
、
そ
の
先
に
見
え
た
太
平

洋
の
青
い
海
と
少
し
ご
つ
ご

つ
と
し
た
海
岸
…
…
。

　
夏
場
列
車
が
駅
で
止
ま
る

と
、
自
分
が
ポ
ー
ク
ジ
ャ
ー

キ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
さ
れ
た

が
、
そ
ん
な
こ
と
も
含
め
、

南
の
異
国
・
台
湾
を
感
じ
る

の
に
は
最
高
の
列
車
だ
っ

た
。

　
こ
こ
ま
で
の
「
だ
っ
た
」

と
い
う
表
現
で
お
分
か
り
の

通
り
、
現
在
南
廻
線
に
普
快

車
は
走
っ
て
い
な
い
。
コ
ロ

ナ
禍
で
台
湾
に
渡
航
が
で
き

な
か
っ
た
２
0
２
0
年
１２
月

に
南
廻
線
が
電
化
さ
れ
た
の

と
同
時
に
、
惜
し
ま
れ
な
が

ら
普
快
車
は
廃
止
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
現
地
で
も
愛
さ

れ
て
い
た
列
車
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
す
ぐ
に
ク
ル
ー
ズ
ト

レ
イ
ン
「
解
憂
號
」
と
し
て

復
活
し
た
。
穴
の
開
い
た
歴

史
あ
る
シ
ー
ト
な
ど
は
さ
す

が
に
補
修
さ
れ
た
そ
う
だ

が
、
普
快
車
時
代
と
変
わ
ら

ず
、
今
で
も
青
い
車
体
に
冷

房
な
し
・
扇
風
機
の
み
・
窓

を
全
開
に
し
て
、
南
の
鉄
路

を
走
っ
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
な
く

な
り
、
海
外
と
の
自
由
な
往

来
が
再
開
さ
れ
、「
解
憂
號
」

が
名
前
の
通
り
私
の
憂
さ
を

晴
ら
し
て
く
れ
る
日
も
そ
う

遠
く
な
い
と
信
じ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
筆
者
】

胖ぱ
ん

太た
い

子ず

氏

　
観
光
関
係
の
仕
事
で
台
湾

を
訪
れ
る
う
ち
に
、
い
つ
し

か
仕
事
を
忘
れ
て
頻
繁
に
台

湾
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

日
本
人
。「
季
刊
観
光
台
湾
」

日
本
語
版
（
㈶
台
湾
観
光
協

会
発
行
）
で
コ
ラ
ム
「
台
湾

の
光
」
を
連
載
中
。

窓
を
開
け
放
ち
憂
さ
を
晴
ら
す
台
湾
の
鉄
道

普
快
車
の
車
内
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寄稿
シリーズ
⑦

　
日
本
の
鉄
道
は
今
年
開
業

１
5
0
年
を
迎
え
る
が
、
２

0
２
5
年
に
は
英
国
が
鉄
道

開
業
２
0
0
年
を
迎
え
、
30

年
代
に
な
る
と
欧
州
主
要
国

の
鉄
道
が
相
次
い
で
開
業
２

0
0
年
を
迎
え
る
。

　
今
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
を

な
す
英
、
独
、
仏
、
ベ
ル
ギ

ー
な
ど
の
国
々
は
地
形
平
坦

の
た
め
、
車
窓
風
景
が
変
化

に
乏
し
い
。
日
本
に
な
い
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
鉄
道
の
魅
力
は
、

山
岳
鉄
道
と
保
存
鉄
道
で
あ

ろ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄
道
の
最
高

地
点
は
標
高
3
４
5
４
㍍

（
我
が
国
の
最
高
地
点
は
小

海
線
野
辺
山
駅
付
近
の
標
高

１
5
3
5
㍍
）
、
ユ
ン
グ
フ

ラ
ウ
鉄
道
（
ス
イ
ス
）
の
ユ

ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
駅
、
こ

こ
か
ら
見
る
氷
河
の
眺
め
は

素
晴
ら
し
い
。
最
急
２
5
0

パ
ー
ミ
ル
と
い
う
急
勾
配
の

狭
軌
鉄
道
で
、
車
輪
と
レ
ー

ル
の
摩
擦
力
だ
け
で
は
登
れ

な
い
か
ら
、
ラ
ッ
ク
レ
ー
ル

と
車
両
側
の
歯
車
（
ピ
ニ
オ

ン
）
を
噛
み
あ
わ
せ
る
シ
ュ

ト
ル
ー
プ
式
の
歯
軌
条
鉄
道

で
あ
る
。

　
昔
信
越
線
の
碓
氷
峠
で
使

わ
れ
今
も
大
井
川
鐵
道
井
川

線
が
使
っ
て
い
る
ア
プ
ト
式

と
同
類
と
思
え
ば
よ
い
。
ス

イ
ス
を
は
じ
め
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
ア
ル
プ

ス
沿
い
の
国
に
は
こ
の
種
の

登
山
鉄
道
が
普
及
し
て
い
る

が
、
国
際
列
車
が
行
き
交
う

幹
線
に
も
壮
大
な
山
岳
路
線

が
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
か
ら
ゼ
メ
リ
ン

グ
峠
を
越
え
て
、
ア
ド
リ
ア

海
の
ト
リ
エ
ス
テ
（
イ
タ
リ

ア
、
か
つ
て
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
領
）
に
至
る
鉄
道
は
、
最

初
に
開
通
し
た
ア
ル
プ
ス
越

え
の
鉄
道
で
、
連
続
す
る
急

カ
ー
プ
と
石
造
の
高
架
橋
が

見
事
な
景
観
を
な
し
、
世
界

遺
産
と
な
っ
て
い
る
。

ス
イ
ス
東
部
と
イ
タ
リ
ア

を
結
ぶ
狭
軌
の
レ
ー
テ
ィ
ッ

シ
ュ
鉄
道
も
世
界
遺
産
で
あ

る
。
ス
イ
ス
中
部
の
サ
ン
・

ゴ
ッ
タ
ル
ド
峠
を
経
て
南
ド

イ
ツ
と
北
イ
タ
リ
ア
を
結
ぶ

ゴ
ッ
タ
ル
ド
鉄
道
は
、
峠
の

直
下
、
標
高
１
１
5
0
㍍
の

山
腹
を
１5
㌔
の
複
線
ト
ン
ネ

ル
が
貫
き
、
そ
の
前
後
は
ル

ー
プ
線
や
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ

が
連
続
し
、
息
を
呑
む
「
絶

景
」
に
富
む
。

　
ゴ
ッ
タ
ル
ド
鉄
道
の
魅
力

を
知
っ
て
し
ま
う
と
上
越
線

の
清
水
峠
越
え
も
肥
薩
線
の

矢
岳
越
え
も
色
褪
せ
て
見
え

る
ほ
ど
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
山
岳
鉄
道
で
あ
る
。
２
0

１
6
年
、
勾
配
緩
和
の
た
め

掘
削
し
た
ゴ
ッ
タ
ル
ド
基
底

ト
ン
ネ
ル
（
長
さ
5７
㌔
。
青

函
ト
ン
ネ
ル
を
抜
き
現
在
世

界
最
長
）
が
開
通
し
た
が
、

幸
い
１
８
８
２
年
に
完
成
し

た
旧
線
も
廃
止
さ
れ
ず
に
残

っ
て
い
る
。

　
１
９
5
0
年
代
初
頭
、
英

国
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
一
角
で
廃

止
さ
れ
た
狭
軌
のＴ

ａｌｌｙ
ｌｉ

ｎ

鉄
道
（
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
で

タ
リ
ス
リ
ン
と
読
む
）
を
惜

し
む
人
々
が
拠
金
し
て
買
い

取
り
、
線
路
と
車
両
を
復
元

し
て
営
業
を
再
開
し
た
。
こ

れ
を
嚆
矢
と
し
て
、
保
存
鉄

道
は
英
国
だ
け
で
な
く
豪

州
、
北
米
、
欧
州
一
円
に
広

が
っ
た
。

　
英
国
で
は
１
９
6
0
年

代
、
ビ
ー
チ
ン
グ
国
鉄
総
裁

の
時
代
に
赤
字
線
の
大
削
減

を
行
っ
た
結
果
、
皮
肉
に
も

１
0
0
を
越
え
る
保
存
鉄
道

が
生
ま
れ
た
。　

　
英
国
保
存
鉄
道
協
会
（Ｈ

ｅｒｉｔａｇ
ｅ

Ｒ
ａｉｌｗ

ａｙ
Ａ

ｓ

ｓｏ
ｃｉａｔｉｏ

ｎ

）の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
る
と
、
保
存
鉄
道

が
国
中
に
広
が
っ
て
い
る
の

が
分
か
る
。
大
規
模
な
保
存

鉄
道
は
２0
㌔
程
度
の
路
線
に

動
態
保
存
機
関
車
を
１0
両
以

上
も
保
有
、
多
数
の
客
車
を

使
っ
て
毎
日
数
往
復
の
列
車

を
運
行
し
、
立
派
な
車
両
検

修
設
備
ま
で
持
っ
て
い
る
。

日
本
の
ロ
ー
カ
ル
線
よ
り
も

は
る
か
に
立
派
な
鉄
道
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
と
支
援
者

の
寄
付
で
運
営
さ
れ
、
観
光

客
を
引
き
つ
け
て
地
域
振
興

の
中
核
に
な
っ
て
い
る
。

世
界
遺
産
も
あ
る
欧
州
山
岳
鉄
道
と
保
存
鉄
道

交
通
協
力
会
顧
問
、

日
本
鉄
道
保
存
協
会
顧
問

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

近
郊
の
シ
ャ
ー
フ
ベ
ル
ク
鉄
道

菅　建彦氏
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寄稿
シリーズ
⑧

　
幼
少
期
か
ら
の
鉄
道
好
き

で
、
全
国
各
地
を
乗
り
歩
い

て
き
た
。
「
レ
イ
ル
ウ
ェ
イ

・
ラ
イ
タ
ー
」
と
し
て
活
躍

し
、
数
々
の
鉄
道
ル
ポ
や
評

論
、
紀
行
を
著
し
た
故
種
村

直
樹
さ
ん
の
知
遇
を
得
た
お

蔭
で
、
私
自
身
い
く
ば
く
か

の
鉄
道
著
作
や
寄
稿
の
機
会

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
目
下

の
テ
ー
マ
は
日
本
の
鉄
道
路

線
が
開
業
し
た
順
に
、
各
々

の
地
を
訪
ね
乗
車
す
る
試
み

だ
。
題
し
て
「
鉄
道
史
を
旅

す
る
」
。
新
橋
―
横
浜
間
に

始
ま
り
、
京
阪
神
、
北
海
道

の
幌
内
鉄
道
と
い
っ
た
具
合

に
歴
訪
す
れ
ば
時
間
旅
行
の

趣
も
あ
る
。

　
直
近
の
旅
は
、
１
８
８
９

（
明
治
２２
）
年
１２
月
に
博
多

―
千
歳
川
仮
停
車
場
間
を
開

通
さ
せ
た
九
州
鉄
道
。
ま

ず
、
博
多
駅
至
近
の
公
園
に

立
つ
「
九
州
鉄
道
発
祥
の

地
」
碑
を
見
物
す
る
。
開
業

時
の
博
多
駅
は
こ
こ
に
あ
っ

た
の
だ
。
鹿
児
島
本
線
の
下

り
列
車
に
乗
り
、
天
拝
山
－

原
田
間
の
車
窓
か
ら
も
遠
望

で
き
る
「
城き

山や
ま

三
連
橋
梁
」

は
、
線
路
が
付
替
え
ら
れ
た

た
め
い
ま
に
残
る
美
し
い
煉

瓦
積
み
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。

　
鳥
栖
駅
の
佇
ま
い
も
捨
て

が
た
い
。
明
治
期
の
輸
入
レ

ー
ル
が
ホ
ー
ム
の
上
屋
を
支

え
、
立
ち
食
い
そ
ば
店
が
盛

業
中
な
の
も
、
昭
和
の
時
代

の
汽
車
旅
を
彷
彿
さ
せ
て
快

い
。
駅
舎
は
諸
説
あ
る
も
の

の
１
９
0
3
（
明
治
36
）
年

築
と
い
う
。
正
面
車
寄
せ
上

部
の
飾
り
物
も
お
し
ゃ
れ
だ

し
、
線
路
を
は
さ
ん
だ
裏
手

に
は
古
典
蒸
気
機
関
車
の
２

6
８
号
機
が
静
態
保
存
さ

れ
、
さ
な
が
ら
“
生
き
た
鉄

道
博
物
館
”
の
よ
う
だ
。

　
千
歳
川
仮
停
車
場
か
ら
千

歳
川
（
筑
後
川
の
異
称
）
を

渡
り
、
対
岸
の
久
留
米
ま
で

線
路
が
延
び
た
の
は
開
業
の

3
カ
月
後
。
こ
の
と
き
架

け
ら
れ
た
九
州
最
古
の
鉄

橋
の
一
部
が
熊
本
県
山
鹿

市
の
道
の
駅
に
健
在
で
あ

る
。
そ
の
経
緯
を
述
べ
る

紙
幅
は
な
い
が
、
せ
っ
か

く
だ
か
ら
こ
こ
へ
も
足
を

伸
ば
し
て
み
た
。

　
九
鉄
は
１
８
９
１
（
明

治
２４
）
年
４
月
、
門
司

（
現
門
司
港
）
ま
で
達
し

た
。
黒
崎
―
小
倉
間
は
現
在

よ
り
内
陸
側
に
ル
ー
ト
が
と

ら
れ
、
当
時
の
橋
梁
遺
構
な

ど
が
北
九
州
市
の
手
で
保
存

整
備
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

終
着
の
門
司
港
駅
横
に
は
、

か
つ
て
の
九
鉄
本
社
社
屋
を

活
用
し
た
Ｊ
Ｒ
九
州
の
鉄
道

記
念
館
も
待
つ
。

　
か
よ
う
に
歴
史
を
か
ら
め

て
の
鉄
道
旅
行
は
見
ど
こ
ろ

満
載
で
楽
し
い
の
だ
け
れ

ど
、
旅
立
ち
前
の
下
調
べ
は

ひ
と
苦
労
だ
。
今
は
ネ
ッ
ト

情
報
が
充
実
し
て
い
る
と
は

い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
先
達
の

旅
の
記
録
な
ど
を
丹
念
に
見

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
と
え

ば
「
九
州
鉄
道
歴
史
探
訪
」

と
い
っ
た
か
た
ち
で
バ
ラ
バ

ラ
の
情
報
を
一
元
化
す
れ

ば
、
興
味
を
抱
く
人
は
必
ず

や
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　
市
町
村
は
自
ら
の
守
備
範

囲
の
Ｐ
Ｒ
に
は
熱
心
だ
が
、

も
っ
と
鉄
道
事
業
者
や
周
辺

自
治
体
と
も
連
携
し
て
広
域

的
な
横
串
を
さ
し
た
ら
い
か

が
か
。
郷
土
史
博
物
館
に
埋

も
れ
て
い
る
よ
う
な
鉄
道
関

係
史
料
に
も
光
を
当
て
れ

ば
、
１
本
の
鉄
道
を
軸
に
さ

ま
ざ
ま
な
物
語
が
織
り
な
せ

る
は
ず
だ
。

　
福
井
・
滋
賀
両
県
に
ま
た

が
る
北
陸
本
線
旧
線
の
ト
ン

ネ
ル
群
や
現
存
最
古
の
旧
長

浜
駅
舎
な
ど
を
、
敦
賀
市
・

南
越
前
町
・
長
浜
市
が
連
携

し
て
発
信
す
る
「
記
憶
の
旅

へ
」
事
業
、
あ
る
い
は
奈
良

市
と
京
都
府
木
津
川
市
が
共

同
で
取
り
組
む
旧
関
西
鉄
道

の
一
部
、
通
称
「
大
仏
鉄

道
」
遺
構
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
の

作
成
等
が
参
考
に
な
ろ
う
。

広
域
的
自
治
体
・
事
業
者
連
携
の
取
り
組
み
を

レ
イ
ル
ウ
エ
イ
ト
ラ
ベ
ラ
ー
、

日
本
鉄
道
保
存
協
会
顧
問

辻　聡氏

熊本県山鹿市に残る九州最古の鉄橋
（ドイツ・ドルトムント・ウニオン社製）
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③横浜都市発展記念館展示  10 月末～2023 年 2 月末 

常設展示室の一角に、記念誌「鉄道の記憶」から横浜の遺産を抜粋しパネル展示。 

あわせて、日本鉄道保存協会会員を紹介展示 

横浜の鉄道遺産展示 1 号機関車模型、メーカーズプレート（複製）、双

頭レール展示 
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